
平成31年3月28日、下関西ライオンズクラブ主催の餅つきが行われました。
　開所当初から、メンバー、保護者、職員一同、楽しませ
ていただいている年度末の行事です。
　「臼と杵」を使い、大きな掛け声が飛び交う雰囲気で、
たくさんの笑顔をみることができました。保護者会から
いただいた材料で作ったぜんざいも好評で、寒い中体
をあたためることができました。みなさまにお手伝いい
ただき、楽しいひと時となりました。下関西ライオンズク
ラブの皆さま、ありがとうございました。

令和元年　第42回馬関まつり　愛のひろば参加報告
　８月24日（土）に馬関まつり 愛のひろばに出店、参加してきました。
　当日まで天候も不安定で心配しましたが、今年も例年通り、多くの方にご参加いただ
き、一緒に楽しむことができました。
　メンバー手作り作品の販売では、「毎年楽しみに来ています」と、声をかけていただい
たり、購入した作品をその場で身に着けて下さったりと、心温まる時間もありました。
　子どもから大人まで人気のカップインゲームも、気づけば長蛇の列ができ、大盛況でした。
　参加団体が少なくなっていく中で、毎年同じ場所にテントを張って準備をし、楽しみに
来て下さる地域の方たちとの交流は、とても貴重な時間です。今後もじねんじょの事を
広く知っていただけるよう、地域の催し事にも参加していきたいと思います。
　ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。

　今年のテーマは「手をつなごう地域と共に～令和に奏
でるハーモニー～」です。
　じねんじょ15周年を記念して、地域の皆さまと一緒に
楽しめるイベントを企画しています。
たくさんの方々の参加をお待ちしております。

日時：令和元年10月20日（日）10：15～14：00（予定）
場所：じねんじょ館内　下関市生野町2丁目28-20
内容：各種コンサート（下関少年少女合唱隊、コーロチェ

レステ、青山庵、Jくらぶ、桜山地域文化会）
メンバー作品販売、一般雑貨販売、福祉施設食品
販売、パステル体験、喫茶コーナー

社会福祉法人じねんじょ内　
じねんじょ公開フォーラム実行委員会：小寺　足立

社会福祉法人じねんじょ内　
じねんじょフェスティバル実行委員会：石川、岡崎、佐野

じねんじょフェスティバル
日時：令和元年11月９日（土）13時30分～16時00分
場所：下関市教育センター　3階大研修室
内容：みんなで支える
　　  ―医療的ケアが必要な子どもたちの暮らし―
講師：戸枝　陽基 氏

（NPO法人ふわり並びに社会福祉法人むそう理事長）

　今年度は医療的ケアの必要な児の暮らしをテーマに取
り上げ、彼らの生活に必要な支援について、地域の方々、
様々な分野で支援に携わる方々とともに考えることを目
的に企画しております。参加申込については別途ご案内
をいたします。多くの方にご参加いただきたいと思ってお
りますので、よろしくお願いいたします。　

じねんじょ公開フォーラム2019

　ヘルパーステーションふわりでは、メンバーの余暇時間充実
のため、土曜日などに外出の同行をしています。外出の内容と
してはコンサート鑑賞、買い物、映画鑑賞、美容院、プール、季
節の行事への参加、スポーツイベントへの参加、家族の年中行
事、その他メンバーのニーズによる外出です。
生活の中でさまざまなケアが必要なメンバーは主にご家族と

　相談支援は利用者との出会いから始まり、アセスメント、プランニング、介入、モニタリング、ふりかえり、終結という一連の流
れがあります（ケアマネジメント）。相談支援専門員の行うアセスメントは利用者を実際に支援してくださる事業所の方や支援者
の支援にも影響すると思いますが、私はまだあとから気が付くことや他の方たちからの質問で気付かされることがたくさんあり
ます。特に医療面のアセスメントが十分ではないなと思うことが度々あります。
　そのような中でも常に自分に問いかけていることがあります。それは初代びわこ学園長である岡崎英彦氏の「本人さんは、ど
う思てはるんやろ…」という言葉です。インターネットで調べものをしていて知った言葉でした。それは私たち福祉職に対する戒
めの言葉というより、言葉だけではなく、自分のことを十分には表現できない方たちを理解するための導きの言葉のように感じ
ました。「上手に」「正確に」アセスメントすることはもちろん大切なことですが、「本人がどう感じているか、思っているか」を忘れ
ずにいたいと思います。

梅光学院幼稚園／理事／評議員／監事／やまぐち小児科／もみの木薬局／株式会社落合商会／公益財団法人日本フィランソロピー協会／
福利産業株式会社　松倉守／株式会社フタバ工芸社／さをり織サークル／大畑一郎／岡田理／青山庵／金原洋治

　今号は、メンバーの活動紹介、事業所紹介を載せています。社会福祉法人じねんじょでは、どのような事を取り組んでいるのか、知ってい
ただけたのではないでしょうか。今後も地域に根ざした活動を行い、メンバーと地域の方々が出会い、ふれあうことで、どんなに重い障害が
あっても共に生活できる社会の実現を目指していきたいと思います。

　七夕の短冊に、「オムライスが食べたい」と書いてあったことから、願い事を実現させるた
めにメニューに取り入れました。当センターでは普通食、やわらか食、嚥下食の3つの食形
態で提供しているため、それぞれの形態に合うように工夫しました。卵に同量の水と10％
の重量の片栗粉を加えると、しっかり加熱しても、半熟卵のようなやわらかい卵に仕上がり

ます。やわらか食の卵はこの方法で調理しました。ほかの料理でも
使えると思いますので、ぜひご家庭でもお試しください。メンバー
のみなさんに喜んで食べていただくことができてよかったです。

ヘルパーステーション

相談支援事業所 じねんじょ

編集後記

居宅介護事業所 一緒に外出されます。しかし、ご両親の加齢やご本人の身
体の状態により介護負担が増すことで、年々外出し辛くな
る方もいらっしゃいます。また、成人を超えると年相応な楽
しみとしての外出先を考えあぐねるという声も聞きます。
　わたしたちふわりのスタッフは、メンバーがこれまで経
験されてきた楽しい外出を継続すること、新たな楽しみを
見つけること、自分らしく過ごせる場を作ることを目的に、
ご本人のペースを大切にしながら支援しています。

寄付者氏名（敬称略、順不同）平成31年３月１日～令和元年８月３１日

ありがとうございました

相談支援専門員の仕事 ～アセスメント～

～オムライス～ 普通食 やわらか食 嚥下食

じねんじょ給食 新メニューの紹介
　当センターの給食では、毎月新メニューや季
節のメニューを取り入れています。今回はその
中でも好評だったものを紹介します。

　医療的ケアが必要な方たちが地域で暮らすための様々な方法の一つである
酸素療法を紹介します。日常生活では、長い酸素チューブをしている時は環境設
定の工夫やストーブ、キッチンの火には近づかないなどの配慮がいります。
　しかし、症状によって工夫や配慮は個別のところがありますので、主治医と連
携を取ることが必要です。じねんじょでも酸素ボンベをリュックに入れて職員が
一緒に動くことでいろいろな活動に参加できています。これからも安全で過ごし
やすい空間づくりに取り組み快適な暮らしが出来るようにと思います。

医療的ケア 酸素療法について

※予定のため、内容に変更の可能性があります。
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